
 いつもより かなり 短
みじか

い 夏
なつ

休
やす

みに なりましたが、

楽
たの

しみなのは 変
か

わらないですよね。でも 本当
ほんとう

に あっ

という間
ま

に 終
お

わってしまいそうだから、いつも以上
いじょう

に

１日１日を 大事
だ い じ

に 過
す

ごしたいですね。 

 いろんな 計画
けいかく

の中
なか

に「本を読
よ

む」ということも 入
はい

っ

ていると うれしいです。いつもより 長
なが

い物
もの

語
がたり

を 読
よ

ん

でみたり、気
き

になっていた あの事
こと

を いろんな本
ほん

なども 

使
つか

って 調
しら

べてみたり…夏休
なつやす

みだからこそ できること

に チャレンジしてみてください。小学校
しょうがっこう

で 借
か

りた本

だけでは 足
た

りない時
とき

は、ぜひ 町立
ちょうりつ

図書館
としょかん

や 中央
ちゅうおう

公民館
こうみんかん

の図書室
としょしつ

も マナーとルールを守
まも

って、利用
り よ う

しま

しょう。小学校
しょうがっこう

にはない本も 

たくさん ありますよ。 
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夏
なつ

休
やす

み用
よう

に 借
か

りた本を 返
かえ

してからでないと、 

次
つぎ

の本を 借
か

りることは できません 

 

＊個人
こ じ ん

懇談期
こ ん だ ん き

間中
かんちゅう

に おうちの人
ひと

が 借
か

りた本も、 

一緒
いっしょ

に 返
かえ

してください。 

《感想
かんそう

文
ぶん

》や《本の帯
おび

》に 

取
と

り組
く

みたい人へ 

＊何度
な ん ど

も その本を 読
よ

んでみよう！ 

 １度
ど

 読
よ

んだだけでは 気
き

づかなかったことにも、 

 ２度
ど

 ３度
ど

 読
よ

むうちに 気付
き づ

くことが あります。 

＊一番
ばん

 心
こころ

に 残
のこ

ったことを、表現
ひょうげん

しよう！ 

《感想
かんそう

文
ぶん

》…なぜ 心
こころ

に 残
のこ

ったのか？ 

《本の帯
おび

》…どうしたら、他
た

の人
ひと

にも 伝
つた

わるか？ 

を 考
かんが

えて、表現
ひょうげん

してみると いいかもね。 

 

※９/４(金)までに 終
お

わらなかった時
とき

は、 

 図書室
としょしつ

へ 伝
つた

えに来
き

てください。 

⇒ 「延長
えんちょう

」を 相談
そうだん

しましょう。 

【うちどく】 に 取
と

り組
く

みたい人へ 

おうちの人と 同
おな

じ本を 読
よ

んで（いっしょに 読
よ

んでも、別々
べつべつ

に 

読
よ

んでも ＯＫ）、その本を きっかけにして、おうちの人と いろん

な話
はなし

を しましょう。そして「うちどくの記録
き ろ く

」の用紙
よ う し

に 思
おも

ったこ

とを 書
か

いてみましょう。  

⇒提出
ていしゅつ

した「うちどくの記録
きろく

」は、読書
どくしょ

の記録
きろく

ファイルにとじます。 

夏
なつ

休
やす

み中に、本を壊
こわ

したり、無
な

くしたりしないように 

気
き

をつけてください。そのためには・・・ 

 ①本を開
ひら

く時
とき

は…机
つくえ

の上
うえ

に置
お

くか、両手
りょうて

で持
も

つ！ 

 ②ページをめくる時
とき

は…ページの角
すみ

を持
も

って 優
やさ

しく！ 

 ③どこまで 読
よ

んだか 覚
おぼ

えておきたい時
とき

は… 

【しおり】を使
つか

う！ 

 ④壊
こわ

れたり 破
やぶ

れたりしている ところを 見
み

つけた時
とき

は… 

  自分
じ ぶ ん

で 直
なお

そうとせずに、そのまま（それ以上
いじょう

 壊
こわ

れない

ように）にしておいて、返
かえ

す時
とき

に 教
おし

えてください！ 

 ⑤借
か

りた本を 置
お

いておく場所
ば し ょ

を 決
き

めておきましょう！ 

  

「みんなの本を 借
か

りている」ということを 忘
わす

れずに、 

一人一人が ちょっとずつ 気
き

をつけて おいてくださいね。 


